
河水位の日愛化に就いて

〔阿蘇ー黒川の研究第 2報J• 

理事博士 野 漏 隆治

I 緒言

I可水位の自費化に就いて従来報告せられて居るのは，多く積零叉は氷河の融解作用に基

づくものである。例へばブリ ι ックナ三は既に1894年ローヌ河で之を示し其o;y原因を氷河

o;y融水増減に蹄し，グラヴェリウス〉も 1909年 3月15日より20日に亙るオ戸デル河φ日費化

を'其の著書に載せて，同じく雲汁の増減に其の原因を求めて居る。我園でも勝谷義氏は千

代川上流地の.雲汁量日費化を自記せしめ附近漢水位と比較するに，渓水位は位相が約2時

間ほ t'遅れて路k零汁量饗化に比例し，叉千代川下流水位も約10時間遅れて其の費化に随

伴し従って叉上流地の気温に比例することを示した。吉岡重点も旭川につき春季無降日

に起る水量日饗化を零解の影響に蹄し，武田繁d氏も根尾川につき昭和9年春季無降日29
日聞の平均日費化を調べ、て雲汗の影響ぞま口賓に示した。

葦し，上流に積雪や氷河のるる地方の川にあっては，晩冬或は早春の蚤聞には其の氷零

の融解が多く従って河水位増高の原因となり，夜間は融解水減じて河水位低下の因となる

ことは首然である。但し水位高イまの時刻は，策湿の高低時刻よわも遥かに造れることは言

ふまでもない。

其の他，定時開閉する可動堰や問門などによって其の下流F水位日蟹化を見る川もある

が，然しか、る人詩的原因もなく雲汁の関係もない普通の河川では，従来殆んど水位日化

の報告無く，僅に南カリアォルニlfで最近トロクセJレ(H.C. Troxell)が之在確認したの

1). Gravelius: Flusskunde， S. 143. 
2). '同上.

3).勝谷稔:零汁と其行方に就て，森林治水無象業報， 9(昭和2年)， 36. 

4). 吉岡重助:仁別に於ける旭川流量測定成績，戸J上， 14(昭和9年).91. 
5).武岡繁後:流量曲線式の決定主流出量及雪汁震の日週型軽化に就て，同上16(昭和12年)， 61. 

6). I王.C. Troxell: The dil1rnal f1l1ctl1ation in the grol1nd.water and f10w of the Santa Ana river 

and its meaning. Trans. Am. Geoph. Unio日 (1936)，496. 
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があるにすぎない。日本では私ω寡聞未だ其の報文に接しない。

ところが，筆者は洪水諜報研究の目的を以て自記水位計を阿蘇黒J'rfα)的石及び内ノ牧附

近二箇所に設置し其の河水位を自然大のま h縮小することなしに記録せしめたところ，

意外にも年中明瞭な日費化を示す句であった。而も其句振幅は季節によって遺ひ，夏に大

に晩冬及び晩秋に小なるのみなら'1>，位相は夏と多とで反封になる等の興味ある事賓を鷲

見した。それで次に是等の真相を報告し，併せて其の原因を討究したいと思ふのである。

11. 黒川水位日襲化の責相

著者が洪水諜報研究のために黒川を濯ん?さのは，其が阿蘇カルデラ内を縦走して，流域

は整然たる楕固肢の外輪山に固まれ輪廓極めて明瞭なること，其の地質は殆んE一様なる

火山友で蔽はれ諺透や蒸護が各部均一に近いこと，流域面積が賓験室内のモデル等に宍し

ては比較にならぬ大きさではあるが貫際河川としては狭小で，降下した雨の流出や地下水

流出が各直域より官会わ時聞を要せ歩而も相互の集流時間に大差なく震に現象を軍純ならし

め，言は Y自然tp河川モデルとして格好なること等の露である。斯様な川であったればこ

そ，以下述ぶる様に水位日襲化も規則正しく額著に護現して，各直の影響が種々の位相差

を以て重合隠蔽し合ふことが無かったのではるるまいかと思J惟する次第である。叉水位計

を普通行はれて居る様に縮小することなしに自然大のま与の水位を記録せしめたことが，

黒Jq相名
目変4じ

[B/l抑 J7ヰ7，'811)

):fJl闘 黒川水位日鑓イ己記録の数例
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此の現象を明瞭ならしめた機縁となったのは勿論である。水位計は教室の工場で製作した

のであるがs ロ縞馬真に見らる込通わ，横型の記録固筒を無限廻事事式にして，如何なる大

洪水位でも自然大のま斗記録し得る様にした。

かく，して取っ穴水位日費化は，盛夏の連続無降雨日に最も額著に規則正しく現はれるが，

降雨後の念減水中でも晴天でSうれば，減水曲線中に日質化の織込まれたよ伏況が一目瞭然た

るものも少くない。

第 1表 昭和17年夏数日の水位日鑓化振幅と然温

月 日
四月 四月 2 3 4 
28 l . 

(cm) 
5.2 5.4 3.7 4.5 4.6 

気温絞差 6.7 7.65 4.2 4.3 5.55 (OC) 

第 1固に其の若干例lぞ示す。其の内の 5例は幸ひ筆者対他の問題研究の矯め出張中に遭

遇したものである。営日の気温扶況は第 1表中に示す通わで，其の暑熱の程度は自ら韓験

した盛夏の快晴敢日であった。そこで筆者は営時即座に各日の策温と水位の較差を縦横軸

としグラフに描いて見fこところ，第 2園の様になった。南者は殆んど比例して増減し直線

1K 
イ立
目

孟

的相闘を有することが判かる。

28 
/ 。

3 4 
。

，〆' 。
2 

zi i墨 D)主(t)

7]'(f立日鐙化が気温に最大の関係あるらしき

ことは，水位計設置後すぐに策付いた事では

あるが蛍初は，黒川流域が黒い火山友で蔽iま

れ且つ地下水面が極めて浅くて地表下幾干も

なく，所""1;桑田となって居る所も少くない蹴

S LLJ-態であるから，細の昇降に伴って地下水温
第 2圃 水位獲化左気温 も昇降し，矯に水の粘性を増減して，高温の

時は流動し易くなって地下水酒養を増加し河水位ぞも上昇せしむるのではないかと想像

した。然るに水位計設置後有二年も経過して資料が盟富に累積した今日，其等を整理検討

して見ると首初の珠想を費更せねばならぬ事置が現はれて来た。

I3Pも，全年に亙り日饗化の明瞭な日の全部を選んで子各月毎に日欝化の平均を算出して

見れば第2表の様になる。第3園はそれを固示したものである。データの詳細は巻末霊祭料
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欄に載せてある。参照を乞ふ。

第2表 昭和15;_16年各月卒均の日漫化(各月とも O時の水位を基準面としcm単位)

云ミ I n I m 皿 V w I vn I困 IK Xllllxnl金年
。 。。。。。。。。。。。。。
1 -0.16 -0.11 -0.16 -0.12 -0.14 -0.17 -0.10 0.07 0.09 0.15 0.01 -0.10 -0.05 

2 -0.21 -0.19 -0.19 -0.20 -0.33 一0.25 0.23 0.47 0.28 0.18 0.01 ""/0.24 -0.04 
3 -0.35 -Q.24 -0.23 0.01 一0.29-0.18 0.45 0.57 0.38 0.26 0.02 -0.23 0.01 
4 -0.46 -0.29 -0.20 0.29 -0.01 -0.03 1.02 。:80 0.62 0.41 0.12 -0.22 0.17 
5 -0.57 -0.40 -0.19 0.60 0.17 0.18 1.55 1.00 0.63 0.45 0.12 -0.20 0.28 

6 -0.62 -0.59 -0.14 0.85 0.43 0.38 1.87 1.42 0.81 0.47 0.24 -0.20 0.41 

7 -0.70 -0.61 -0.04 1.09 0.06 0.60 2.22 1.76 0.98 0.48 0.26 -0.20 0.54 

8 -0.63 -0.99 0.07 1.09 1.19 1.32 2.98 2.00 1.18 0.74 0.35 -0.14 0.76 

9 -0.60 -1.13 0.19 1.36 1.41 1.52 3.25 2.06 1.31 0.84 0.45 -0.05 0.88 

10 -0.64 -1.59 0.20 1.62 1.69 1.70 3.38 2.04 1.14 0.77 0.54 0.07 0.91 

11 -0.77 -1.67 0.27 1.71 1.87 1.80 3.33 1.97 0.93 0.73 0.44 0.11 0.89 

12 -0.97 -1.67 0.33 1.84 1.90 1.89 3.07 1.97 0.76 0.51 0.42 0.12 0.85 

13 -1.15 -1.81 0.37 1.90 1.91 1.87 2.02 1.92 0.30 0.29 0.42 0.13 0.73 

14 -1.19 -1.91 0.36 2.01 1.8l 1.80 2.42 1.36 0.01 0.22 0.33 0.18 0.62 

15 -1.15 -1.83 0.47 2.Q4 1.74 1.72 1.97 0.90 -0.40 0.21 0.25 0.21 0.51 

16 -0.97 -1.47 0.56 1.98 1.77 1.50 1.50 0.54 -0.56 0.08 0.25 0:32 0.46 

17 -0.76 -1.30 0.59 1.84 1.54 1.32 1.18 0.30 -0.77 -0.05 0.25 0.33 0.37 

18 -0.46 -0.89 0.57 1.71 1.29 1.12 1.02 -0.02 -0.85 -0.16 0.20 0.41 0.33 

19 -0.36 -0.43 0.51 1.39 1.13 0.98 0.83 -0.50 -0.88 -0.19 0.09 0.46 0.15 

20 -0.08 -0.11 0.40 0.91 0.70 0.85 0.62 -0.57 -0.83 -0.20 0.02 0.44 0.18 

21 0.02 -0.04 0.34 0.49 0.53 0.60 0.35 -0.67 -0.92 -0.22 -0.02 0.35 0.08 

22 0.08 -0.03 0.16 0.30 0.27 0.27 0.01 -0.69 -0.64 -0.19 -0.02 0.18 -0.03 

23 0.06 -0.07 0.04 0.08 0.14 0.20 01-0.44 -0.37 -0.06 -0.02 0.03 -0.04 

24 。。。。。。。。。。。。。

一日一日の日費化には多少の不規則もあり又今日費化も加はって居る接に思はれる日も

あるが，各月の平均日費化は第3圃の如く虞とに規則正しし其の聞に共の諸賄が特に目

.a惹く。

(i) 日費化の振幅は盛夏に最大で(7月は平均3.3cm，8月は2.7cm)，殿冬之に亜ぎ(2月
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は2.0cm)，援寒雨期の轄

換期卸ち早春(3月は 0.8

cm)と晩秋 (11月は 0.5

cm)とに最小である。第

4園(A)に振幅と季節と

の開係を示して置いた。

(ii)夏期には水位の最

高が午前9-10時内外に

現はれ最低は22時乃至24

時にある。之に反して冬

期は水位最高が夜中の22

時前後，最低が霊聞の14

時頃に現はれ，盛夏と位

相が逆になる。

(iii)暖期型と寒期型の

轄換期は振幅最小である

が，之を境に暖期は暖期

7ごけ，冬期は多期t:けで

位相が月と共に多少づ h

歩れて行く。特に暖期に

於りる位相の歩、れが規則

正しい。 11Wち四月より八

月までは漸戎最高水位の

時刻が早くなわ，それか

ら復党九月より十二月ま

で漸衣謹くなる。業の扶

況を第4圃(B)に示す.0
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第3岡 黒川水位日書聖化の各月2!'-均

是等の諸性質よわ考察するに，黒川水位の日質化が気温に最も密接な闘係を有すること
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111.黒川水位日襲

化の原因
ρ 
〆

.1~ ~ 3 .，. S 6 7 8 9 (0 tl 1211 

第4箇 7~位日!艶化の振幅及び最高最低の出現時刻と季節

(1)暖期型日饗化の原因

先づ以τ気温が河水位日

費化に最も密接な関係を有

することは第2園でも明かであるが，更に此の賠を明かにするため，阿蘇火山研究所観測

結果よわ此の年の各月平均策温を取れば第3表の如くなわ，それと7.K{il:日饗化の振幅との

封照圃を描いて第5園を得る。

第3表 昭和15年6月-16年5月各月の阿蘇気温と黒川水位日程豊化振幅

月

気温('C)

水位援糖、cm)

之を見れば，水位日襲化振幅が大韓に於て策担と直線関係に言うること明かで，雨者の聞

に密接な因果関係が窺はれる。而して祭温上昇期の三月より七月までが下降期の八月より

十二月迄よりは同一温度なら振幅が割合に多くなって居ることと，及び四月が異常に振崎

大で六月が異常に小れ、こととは，後の議論の矯めに特に注意して置く。尚ほ，水位の極

大極小時刻は気温のそれと同じでもなく叉後でもなく，常に数時間前である。例へば盛夏

の最高水位は午前9~19前後にあることを併せ考へると，気温の水位に及帰す影響は勿論

直接的ではなし何かを仲介と Lての間接作用なることが明かである。然らば其の仲介者

は何であらうか。

量水所設置首初に得fこ三四枚の水位日襲化記録から筆者が初めに諜想した様な，策湿の
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上昇が地下水温の上昇となり

それが粘性を減じで流動性を

増すが震に地下水の河水癌養

を増大するといふ考へは放棄

せねば存らない。雷初に得ナこ

71<1立日襲化記録例へば拙著河

3 
，ι 

立 2~ ~同
協

~ 1 ~ da 

。

第 5 圏各月の黒川7~位日!艶化と気温

7~ 

川事64頁に轄載したものは朝の10時頃念昇し夜の10時頃念下して居るが?其の聞は多少の

高低はあっても略係、同高の水位を維持して居ったから，最高水位は午後謹くにあるものと

思ひ，前記の撰な諜想、をした共第である。然るに其後多数の資料が集まって本文第3圃の

様な結果が得られ，水位日饗化が平均的には正弦曲線欣になって最高水位時刻が明瞭に午

前10時前後と確定した以上，水温粘性媒介観は捨てなくてはならない。

そこで新に別な仲介者を探究捕捉する震に，水位上昇率及び下降率の最大なる時刻を見

ると，盛夏には前者は日出前後の気温最低時に近く，後者は午後童文時間経った朱温最高時

に近いことに気付く。此のことから，筆者は水位日饗化を植物の蒸散乃至地面蒸護による

殻果だと思惟せぎるを得なくなった。何ぜなら，蒸費蒸散の速度は午後の日照猛烈で気温

最高な頃に最盛であらうから，地下水の減率亦最も著しし延ひては其の河川浸出を減退し

て河水位の低下2容を最念ならしめる。其より時刻が進めば気温も蒸散も漸減し，河水位の

低下率も漸衣小さくなり還に水位最低に達する。然るに地下水流量は元来，一雨日位は徐

め餐らぬ性質のもので，蒸散が減す下れば其の地の地下水は漸失快復し行く筈であって，而

も快復速度は蒸散損耗の最小なる時即ち日出前頃に最も迅速なるべき-ことは想像に難くな

い。かくて其の頃地下水流出最も優勢となり河水位の上昇率が最念となるも首然である。

それより太陽登り気温も上昇して蒸散漸く活漉となれば，地下水従って河水位の上昇率も

漸衰し迭に午前9-10時頃最高水位となるであらう。

かく考へると，河水位の日鑓化が気温に密接な闘係がるりながら，気温よりも位相が進

んで居る理由が諒評される。尚ほ此の考へを裏書する事賓二三を奉けんに，地下水の日襲

化が殆んど黒川水位日費化と同じ位相で類似の形式を取るのである。量水所傍の井戸水位

も自記させて居るが全く河水位と同費化をする。但し河岸の地下水位が河水位と同様の饗

化をすることは，必歩しも蒸裂による結果とはいへ歩今の問題にはきしたる支援を奥ふる
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ものではないから，皐仁附近地下水位も河水位と同様の費化をして居ることを指摘するに
η 

止め，其の敷値を掲示することは省略する。ところが米園でホワイト氏が植物の蒸散によ

る地下水位日費化を観測した報文

を参考すれば，黒川畔の井水位及

び河水位日費化が殆んど全く同位

相であって，雨者が同一現象なる

ことを知るのである。第6闘は同

(
甲
)，J |八仏 ITlI I/' 

pヘ|什 i¥lf¥h1iJ

…it=1斗斗↓μu
民報告中より轄載したものであ

る。甲固は九月 Utah州の Esca!-White氏の蒸散による地下水位獲化報告

ente Valleyでの観測に係り，業のAはアルファルブ 7(乙
)

Bは其に隣接し草の繁茂せる畑中にある井戸の水位，

fこ裸地にある井戸の水位であるが，同一期聞に裸地の

井戸は自費化を示きぬのに，植物の繁茂した鹿は額著

な自費化を示しτ居る。又乙園は同地方にある柳(Wiト

Iow)の密生した鹿に於ける井水位費化で， Aは盛夏八

月枝葉の繁茂して居る頃に顕著な自費化を現出する扶

Bは同じ井戸で十月柳の葉が全部落ちて蒸散なき

場合には殆ん ~"71<f1Í.日費化を示さぬ(詳しく見れば多

少はるわ，而も位相が少し遅れる)有様を示したもの

況3

第6闘

ふ3

でるる。共に植物の蒸散が地下水位を午前最高，夕刻に最低ならしむることを明示して居

るが，其の時刻は園上で精測するに

八月:水位最高=7.45時，最低=18.2時

九月:水位最高=8.28時，劇正=19.1時

となって居る。共に黒川水位の最高最低時刻と略除一致し'.僅に1-2時間早固に起って居

るにすぎない。而してこの 1-2時間なるものは従来の出水現象から判断して，黒川の水

源地から的石量水所へ流水の到達に要する時間なのである。

7). W. N. "¥Vhite: Fluctuation of Groundwater Level. Geol. Survey Water-Supply Paper， 659 

(1932) 

(206 ) 



河7-Xイ立の日盤整イtrc就いて〔阿蘇黒川の研究第2報〕

黒叫流域では斯様な蒸散観測はして居らぬが，然し勿論同現象が賓在するに遺ひないか

ら，吾々の得た黒川水位日饗化を蒸散・蒸護作用に蹄するのは受賞と思はれる。

然るに蒸費や蒸散は気温に左右されること言を侠7こぬ。但し気温以外の要素にも関係す

るから，蒸護の年慶化は気温の年費化に大館随伴するずさけで充分には一致せぬけれども，

日費化は蒸裂特に蒸散と無温

例
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で得ft結果は第7園の通りで

るる。かくして結局，筆者は

暖期に於ける黒川水位日登化

の大部分を以て無温が蒸護〈

主もに水源地に於ける植物の 第7固 蒸散の日産量化正気温日後化の酷似(テーラー氏による)

蒸散〉を仲介として惹起した現象に外ならぬと確信する次第である。又先きに指摘した様

に三月~七月が八月~十二月よりも同じ策湿なら水位餐化の振幅が幾分大なることは，前

者が植物の護育期に麗し後者の植物凋落期よりは蒸散作用が活溌なるに蹄因し，特に四月

の異常な大振幅は新芽の伸長，新葉の護展i二異常の水分:a要する矯であり，叉六月の異常

小振幅は恰度梅雨期で線分多く蒸裂が割合小なる鶏と解すればよい。かくて此等の事賓も

亦蒸散が水位自費化の主原因?こることを裏書するものと稽してよい。

女に，最高最低水位の月による移動でるるが，春秋には夏期よりは位相が遅れて護現し，

且つ最低より最高に達する水位よ昇期聞が最高よ わ最低に至る水位下降期間よりも長時間

を費やし，而も其の傾向が秋に弱く春に著しい理由を考察せねばならぬ。之は畢寛，気温

其のものの類似な傾向と，植物の護育期であるか凋落期であるかに因るものと思はれる。!

一韓，盛夏には日出時刻は早く且つ日が出ると間もなく費支温はぐん〈マん上昇して上昇期

聞は短く，之に反し夕刻の気温低下は中k渉取らす、援慢で，下降期聞が長い。然るに大地

の冷え切った寒期よち暖期に移る春の四五月頃は，日出時亥IJが遅い上に日出後と睡も気温

の上昇緩かで春霞なEも多く，植物の蒸散が最盛となるのは古うしても夏よりは時刻が絵

8). C. A. Taylor: Rainfall-penetraticn and Consumptive Use of "¥Vater. Calif._ D1V. Water Re-

sources， Bull. 33 (I93o). 
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程遅れる。又日が傾いて夜に入る際の朱温の低下は反封に夏より急:であ.る。従って泰季の

水依自費化は，其の上昇期が遅れる上に長〈観~，下降期が短くなるのは嘗然である。秋

季のイァ，十一月頃に於ける水位自費化が上昇期と下降期と同じ長きになって居るのは，此

の季節が夏を受けて居る上に所調秋晴でささ朱が清澄であるから，日の出と共に気温が高ま

るのも日波と共に気温が下がるのも其の趨勢に大差なし且つ植物も凋落期で落葉樹の多

くは既に蒸散作用を停止して居るが篤と思はれる。それで上昇期短〈下降期の長い盛夏に

較ぶれば，秋期の最高最低水位時刻が多少歩れるのは営然である。

(2)巌寒期の水位日塑化原因 一二月の巌寒季に於ける何水依白蜜化は，第3圃の示す

過ち暖季のそれと位相が反封で，特に寒季よめ暖季に移る鹿は三月を境に二月と四月とが

著しいコントラストを示し，雨曲線は殆んE鏡面に映る影像の関係に近い。而して三月の

それは全く四月分と二月分とぞ合成したものに営って居る。此の事賓は星雲季に於ける水位

日費化の原因が暖季のそれとは全然別物なることを物語る何物でもない。

コEも暖季より寒季に移る鹿は是程鮮明ではないが，それでも十二月を境に一月と十一月

分とは大開反位相にあわ，而も十二月分は三月分と殆んど同大阿佐相の費化，aして居るの

が目を惹く。只，秋境前の十一月分が春境後の・四月分ほどに著しい日蜜化を示して居ない

のは，既述の如く晩秋は落葉樹悉く凋落して蒸散なく之に反し早春四月は新葉護生して蒸

散活漉となった結果に外ならぬ。従って厳寒季の日饗化原因が前記の暖季に於けるものと

別物1ざといふことは，この費化放況からも断言出来る。

終らば其の別な原因とは何でるらうか。其の第一原因は零汁の数果であると筆者は考へ

るo緒言に述べ7こ零汁作用の諸例は何れも四月頃に護現して居るが!それは東北地方や山

陰地方の如く絵程寒冷地のことであって，阿蘇は其等に較べ‘ると随分緯度が低いから多季

中に現はれて差支ない。事賓，阿蘇には冬季屡々雲が降るし，而も雲は平地や山頂では数

日中に融けて仕舞ひ， tニゾ渓谷だけに相首永く建留する。その漢谷の残雲でも毎日幾らづ

Aか融けて，再度の零がない限り十佃日も残るといふことはない。結局冬に降った雲は4s

中に融りて其の都度雲汁を予すわけで針。従って巌寒中に雲汁による河水位の日蟹化が

現はれるのも営然と思惟せられる。本地域の組惑なる火山友渓谷内で稜徐に融ける零汁は

水海Eの地下水増量となるから，業の交官巣は恰度蒸散放巣の符競を反射にしたものに相営

する。従って融零最盛時は水位上昇率最大の時刻に営り，最高水依は夫れよりす写っと濯れ
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て22時内外になるのであらう。

以上，筆者は暖季と寒季に分って黒川水位日費化の原因を考究した。此の断案に達する

迄には二年徐の日子を費やし，其の間他の種々なる原因をも想定検討したのであった。例

へば，巌冬中は査に7kt到底く夜に高くなる原因を所謂凝結水に蹄してはど、うかと考へたこ

ともある。換言すれば大集中の水蒸策が夜の寒冷によって地上に凝結し水分を供給する震

ではないかと想像して見7こ。然しょく考へて見るに，成る程初多の朝にはよく霜は降るが

然し水量としては夏草の露繁きには及ばぬことに想到すれば，此の考へは受入れられぬ。

冬の霜くらゐで一二月に見るほE夜分の河水位増高を来たすならば，夏の露は夫れ以上夜

分に河水{立を高めて重聞の蒸散数果を打摘さなければならない。

ヨたに策塵の作用をも検討した。日 k の日襲イ七記象の中には往k 正弦形献を呈せ歩に高水

位と低水位とが二階段枇になって居るのがあったり，叉月千均でも一月分の如きは確かに

宇日襲化が相官加味されて居るので，策塵作用が重要な原因の一つではないかと思ったこ

ともあった。それで第3圃の結果を各月別に絵弦級敢に調和分析を行ひ，振幅と位相とを

第4表水位日舞化の調和分析，附集膝分析

宇 援 幅 位 相 角
月

一 日 日 主買 一 日 項 丘ド 日 項

cm CIlI 

1 0.49 0.23 3590 42' 2800 29' 

2 0.92 0.23 8 58 238 25 

3 0.37 0.07 240 4 229 20 

4 1.06 0.18 203 20 171 50 

5 1.11 0.10 202 34 284 43 
、

6 1.01 0.16 196 47 296 34 

7 1.61 0.27 161 59 276 54 

8 1.34 0.14 143 40 22 51 

9 1.01 0.18 114 51 328 15 

10 0.45 0.06 127 50 322 17 

11 0.24 0.03 168 58 296 33 

12 0.31 0.08 ， 259 33 246 6 

金 年 0.45 0.09 169 56 276 34 
sllll nUll 

気 盤 0.28 0.47 1030 33' 3120 59' 
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求めて見たが，第4表の如く宇日項は一日項に比し，一月分の外は 1/5-1/10程度の徴量

である。其れ位の徴量は祭温の費化にもあるし測定の誤差や業他の不規則でも調和分析の

上には出て来るでるらう。然るに他方，気盤の日蜜化は阿蘇では宇日項が一日項より1.7

倍近くもあるから，水位ー日蟹化の原因としては到底受入れられぬ。

叉風の数果も考へて見ft。或月の如きは山谷風の轄換時刻と水位の昇降時とが近い様に

も見えたからである。然し一年分の観測が揃った後口検討;a加へたところ，とても風の作

用ではないことが分った。位相もさうであるが，各月の平均風速値が全く水位日費化の各

月相違ぞ説明し得ないのである。

IV.結論

前述0)所論を要約すれば

1) 吾->-<1ま阿蘇黒川で一年中規則正しい水伎の自費化あることを確認した。

零解期以外の自然的河水位日襲化は従来殆んど報告に接せぎる所なので，全く議想外で

あった0

2) 其の水依日費化の振幅は教糎程度であるが，盛夏に最大で七月には平均3.5cm，八月

じは平均2.8cmである。日によっては 5cmぞ超ゆる事も少くない。本川の平水時は水深

僅か七八十糎にすぎないから，五糎の襲化は賞に6-7%1にも及ぶわけでるる。巌寒一二月

にも頗る顕著で二月には平均振幅2cmほどある。三月と十一二月は最も小さく 0.6-0.8cm

にすぎない。

3) 水位.日費化の位相は，暖季の四月よわ十一月までと冬季の一二月とで正反封になり，

暖季は董聞に高水位冬季は援聞に高水位である。三月と十二月とは南挙の轄換期で，振幅

が最小な詐りでなく位相も雨期の中聞になる。-

4) 轄換の妖況は三月を境之するものが特に顕著で，二月と四月の水位日型化曲線は互

に全く鏡の影像の如く殆んど相等しき大きの費化が正反射の位相を以て相謝する。而して

両者の合成が三月の餐化に殆んと一致する。

十二月を境とした縛換はそれほど迄にはないが，然し十一月と一月とは略除影像闘係を

呈し，十二月の費化は大韓前後雨且の中間に産うる。

5) 暖季の水位日費化振幅は大関気温に上倒jして増減する。但し気温上昇期の三月より
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七月迄の方が，祭温下降期の八月より十二月迄よりも，多少水位ーの振幅が大きいρ 叉四月

は比較的異常に大きし六月は異常に小さいQ

6) 以上の結果から水位日費化の原因として1暖策は蒸瑳特に水源地帯の植物蒸散作用

に蹄し，冬季は零解水に蹄した。暖季の水位日餐化振幅が気温に比例するのは蒸散が兼温

に正比例するからである。叉四月より七月までが八月よわ十一月迄よりも水位饗化が幾分

大なるのは植物の護育期と凋落期の蒸散差により，叉四月の過大は新芽の伸長新葉の護展

に特別多量の水分を吸牧する震であり，六月の過小は梅雨時の集費抑制によると解した。

i) 暖気日費化の最高水位は午前9-10時頃でも最低水位は20時頃になわ，気温の最低最

高時よわ遅いが，之は策温最低最高時は蒸散速度の最小最大を意味するまでで，結局水位

上昇叉は下降速度の最急:なるを示すに過ぎないから?ざと解樺し7こ。市して米園に於ける植

物の蒸散による地下水日費化賓測例を引用してそれが殆んど黒川水位日費化と同位ー相なる

ことを傍輩とした。詳しく言へば南者の聞に1-2時間の位相差はあるが，之は黒川の水源

地から量水所に~7k0)l:f1現する時間に該嘗することを指摘した。

8) 冬季の日費化原因は雲解水の作用である。水源地に於ける零汁の護生は暖季の蒸散

による水分奪取と恰度反作用になるから，位相が暖季と正反射になって然るべきである。

阿蘇の零は春に持越すことはなく，多中に消えるのである。

9) 以上の断案に達する迄に，擬結水や気塵，風などの作用も検討したが，水位日費化

の原因としては受け取れぬことを設い?と。

絡わに量水設備及び観測費は皐術振興舎第 4 特別委員舎の費用によ~'R.。叉観測は主と.

して竹原久氏之に営り，其の監替には南葉助教授を煩はした。弦に厚く謝意を述ぺる。

、、、
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